
 

 

 

 

 
 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

新座市をキャンパスに！✜（プラス）となる人づくり、街づくり 

＜ＮＯ．４＞ 平成 27年８月 25日発行  

十文字学園女子大学地域連携推進機構 

（ＣＯＣセンター） 

 

 

 

 

 

 地域の代表者と本学教職員が地域連携について話

し合う「地域連絡協議会」と「＋（プラス）キャンパ

ス連絡会議」の合同会議が７月 29日、７号館６階会

議室で開催されました。地域からは新座市、朝霞市、

志木市、和光市、清瀬市の各行政・教育の担当者、新

座市内の警察署、商工会、社会福祉協議会、ＰＴＡ保

護者会連合会、ＮＰＯの各代表者 17人、本学からは

地域連携推進機構長の横須賀薫学長をはじめＣＯＣ

事業に関係する教職員 15人が出席しました。 

横須賀学長は開会のあいさつで「ＣＯＣ事業は順

調に推移していると思うが、そろそろ次の展開を期

すべき時期。本日はいろいろとお話を聞かせていた

だき、次の発展を期待したい」と述べました。 

26 年度の成果を発表 学生ホールでポスターセッション 
 

５/21 平林寺見学ツアー（新入生を中心に参加者約 50名） 

５/23 志木市観光ガイドブック作成に協力（写真モデル） 

６/14 新座市議会の休日議会議場コンサートに出演（吹奏楽部） 

６/27～28 西分夏まつり、ホタル観賞会、灯明まつりに協力 

７/３ 七夕 Eve Fes（浴衣イベントで地域の方と交流） 

７/18 大江戸新座祭りにプラスちゃんが登場 

７/24 ＣＯＣ事業平成 26年度実績報告書を発行 

７/29 地域連絡協議会・＋（プラス）キャンパス連絡会議合同会議 

８/１～２ 朝霞市民まつり「彩夏祭」に協力（よさこいフェスタの司会など） 

 

大江戸新座祭り開会式に出演したプラスちゃん 

同日、平成 26 年度の地域志向教育研究費採択課題（ＣＯ

Ｃ採択テーマ）の成果報告会（写真右）が、学生ホールで開

かれました。ポスターセッション形式の発表会では、用意し

たポスターや資料の前で、担当の教員や学生が訪れた方に説

明をし、質問に答えました。見学した地域の方からは「大学

でどんな研究をしているのか、直接聞けてよかった。こうし

た機会は今後も設けてほしい」などの声が聞かれました。 

 会議では、ＣＯＣ事業の概要と活動状況の説明の後、地域連携推進機構副機構長の星野敦子教授が、事例報

告として、野火止用水保全・活用に関わるボランティア団体と行政のプラットフォーム機能を持つ「ふるさと

の緑と野火止用水を育む会」（ＨＵＧネット）の活動や、ＮＰＯ法人新座子育てネットワークと連携して大学

内に子どもの外遊び体験施設を設ける「プレプラ＠十文字の森」事業などについて話しました。 

 その後、意見交換が行われ、出席者からは、「ここ数年で十文字との連携は深まっている。大学の作成した

地域学習テキスト『いいね！にいざ』は、市職員の研修でも活用したい」、「唯一、東京都からの参加となった

が、清瀬も濃厚な地元だと思っている。こんなに多くのチャンネルがあるのだと再認識した。今後、さらに強

い関係を築かせていただきたい」、「大学の知が地域に解放されることはとても大きな意味があると思ってい

る」などの発言がありました。 

各分野の代表者が直接意見を交わした合同会議 



 

 

 

 

採択区分 代表者 課  題  名 

地
域
志
向
教
育
推
進
費 

松 永  修 一 自主社会活動の開発（ワークショップを用いた地域の課題解決と人材育成の手法に関する研究） 

風 間  文 明 新座市「を／で」心理学する―地域に展開するコミュニティ心理学研究の基礎づくり 

池間 里代子 新座歴史探訪Ⅱ 

佐 藤  陽 地域福祉活動（知的障害者余暇活動支援ボランティア）体験学習 

大 山  博 幸 新座市内の介護保険施設の利用者への傾聴ボランティア体験学習 

山 口  由 美 志木市おやこ支援プロジェクト（通称：ビタミン愛プロジェクト） 

山 本  悟 小学校現職教員における授業力向上研修プログラムの確立と教員養成カリキュラムの融合 

綿 井  雅 康 地域と連携した実践の教育的効果を高めるための方策の検証 

安 達  一 寿 地域志向教育での教育課程・教育内容・教育方法開発の研究 

安 達  一 寿 地域志向教育実施のためのプログラム開発 

地
域
課
題
解
決
型
研
究
推
進
費 

（
学
科
横
断
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
） 

池 川  繁 樹 新座市地域住民の全身持久力の測定と運動指導と食事指導 

大 宮  明 子 人材育成方針「Ｊモデル」開発及び実施のための基礎的研究 

德 野  裕 子 新座市とその周辺地域における農産物の栄養学的側面からの課題解決 

布 施  晴 美 学童保育における子どもの安全安心の確保と健全な育成を図るための取り組み 

上垣内 伸子 
乳幼児を子育て中の保育者が行うピア・サポートとしての子育て支援事業 

「＋（プラス）ママの子育てサロン」開催と有効性の検討 

星 野  敦 子 プレプラ＠十文字の森 

石 川  敬 史 恋する大学改革 ｐａｒｔⅡ ～地域貢献＋（プラス）教育改革～ 

和 田  安 代 地域患者の治療における有用なレシピ開発と食生活調査 

松 本  晃 裕 地域アミロイドーシス患者におけるカテキンの治療および予後に対する効果 

鈴 木  康 弘 子ども元気プロジェクト２０１５ 

地
域
課
題
解
決
型
研
究
推
進
費 

（
若
手
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
） 

齋 藤  麗 子 新座市の児童生徒の喫煙開始防止に向けた指導者養成 

小 林  実 新座市における地域文化アーカイブズの創造 

石 野  榮 一 埼玉クイズ王予選会場を誘致し地域を大いに学ぶ 

大西  正行 各種団体の広報誌とのコラボレーション 

平 田  智 秋 「健康と運動」から新座市民ロードレースへ 

東 畑  開 人 新座市「フシギマップ」プロジェクト 

加 藤  亮 介 地域連携による地域産業情報の発信プロジェクト 

鈴 木  晴 子 新座市内の公立保育園と協働した実習体験を基盤に置く保育者養成初期段階のカリキュラム検討（２） 

久保田 葉子 ピアノによる「ふるさと新座館」ホール活性化事業 

星 野  祐 子 新座駅前における「ふるさと」創生の試み 

地
域
連
携
創
造
・
支
援
事
業 

向 井  美 穂 
子育て・子育ち支援におけるリスク支援の在り方の検討 

～先駆的取り組みをしている団体との情報交流 その２～ 

岡 本  節 子 「ＮＰＯ法人 暮らしネット・えん えん食卓」食事サービスの改善への取組み 

棚 谷  祐 一 地域密着型メディアによる情報発信 

小林 三智子 地域との連携活動を通した地場野菜の有効活用 

亀 田  温 子 新座市女性職員と女子学生の Ｗｉｎ－Ｗｉｎ キャリア支援 

金 髙  有 里 産学官連携による地域の食材を使った商品の開発 

狩 野  浩 二 中山間地域の豊かな自然と都市部における人的物的資源との融合による新たな人材育成プランの創造 

星 野  祐 子 学生と共に考える大学キャラクターの活用とその展開 ―街に飛び出せ！プラスちゃん― 

星 野  敦 子 ふるさとの緑を育むプロジェクト 

星 野  敦 子 野火止用水保全プロジェクト 

【今後のＣＯＣおよび地域連携事業】 

９/18（金） 秋の全国交通安全運動出発式（志木駅南口）の街頭啓発に本学の学生とプラスちゃんが参加 

９/30（水） 第 2回「＋（プラス）キャンパス連絡会議」（13：30～、7号館 6階会議室） 

10/３（土） ピアノによる“ふるさと新座館”ホール活性化事業「ふるさとにいざ✜オータムコンサート」（14：00～） 

10/４（日） 新座市民体育祭に健康栄養学科学生がダンスパフォーマンスで出演 

10/10（土）  新座市民まつり産業フェスティバルに“ゾウキリンくらぶ”と“いもプロ”が出店 

～11（日） ★10/11（日）は、パレードに健康栄養学科学生がダンスパフォーマンスで出演 

10/17（土） 新座市内大学公開講座（第 1回）「絵画と文学にみる時代感覚」（13：30～） 

             ★10/31（土）（第 2回）「琳派と文学」（13：30～）、11/７（土）（第 3回）「浮世絵と文学」（13：30～） 

10/29（木） 本学ＣＯＣ事業に係る新座市との意見交換会（13：30～、7号館 6階会議室） 

 本学の COC 事業もいよいよ 2 年目に入りました。より地域の皆さんと連携した取り組みを進めていきたいと思います。8 号館 1 階

COC センターの前に、掲示板とパンフレットスタンドを設置しましたので、そちらでも情報を発信していきます。また、ニュースレタ

ーに掲載する情報がございましたらお寄せ下さい。今後とも COC 事業へのご協力をよろしくお願い致します。（編集部） 


